















して文壇に登場する直前の数年間、名古屋で家庭生活を営み、労働争議を指導し、新聞記者となり、 この地方の文化活動にも関わりをもった。この作家以前 葉山嘉樹の、名古屋での活動の跡を検証することが、後の文学的成功 理由のいくつかにつながると考える。
　　　　　　
一九二○年に九州から家族とともに来名し、






















持していたという作者が、その手記を辿って茶人の死の謎を絵解してみせるという手口は心憎いばかりだ。作者は本覺坊に次のように感慨を述べさせている 「あすこ（山崎妙喜庵・筆者注）におられた三方の間には、謂ってみれば死の約束が交わされたに違 ないのである。 （略）織部さまは若 時の、妙喜庵の囲に於 の盟約を果たされたのである。 」 （講談社版・一九八一より引用）
　　　　　　
かつて名古屋大学文学部にも籍をおいた網野
善彦氏は「無縁」という言葉を、わが国 中世社会が持っていた自由 の中核的概念と 提唱した。 また、 そのような自由さが許された 「場」や「人」についても自論を展開させた（ 『無縁 ・公界・楽』平凡社一九七八） 。
　　　　　　

























































児島の少年ゴンザとロシア人アンドレイ・ボグダーノフによる露日対訳資料群である。ほぼキリル文字で書かれた資料が反映する は、中央のことばではなく鹿児島方言であり、資料の乏しい方言史研究にとって重要であ こと、異なる音韻体系を持つ他の文字で書かれていることから当時の発音を知る上で有用なものであること、この資料は当時のロシア 事情を背景 して、日本語を学習し、通商を行うために作成されたものであることなどを紹介した。
　　　　　　
この資料のサ行五段活用動詞は例外なくイ音

















誌」 （第一高等学校校友会）に発表した小説「下田の女」 一九二七年十一月）と「蕨 ・ 竹 ・ 老人」（一九二九年六月）の二篇は、どちらも伊豆を舞台にしている。
　　　　　　
中島による二編と、同時代に発表されていた
川端康成「伊豆 踊子」 （ 「文芸時代」金星堂・一九二六年二月）を比較すると、 編は〈伊豆の南の女〉に焦点を当 たパロデイ作品として読むことができる。
　　　　　　
当時の「唐人お吉」の流行や、 「下田の女」
















































訳されているか、その分布を示す「翻訳世界地図」を紹介し、各国の表紙デザインの例を示して異文化による受け止め方 イメージの違いについても言及。次に日本でしばしば教科書にも載り、最もよく知られている「若紫巻」のかいま見の場面が絵画にどのように描かれてきたかについても紹介した。しかしながら こ 最もポピュラーな は、実はかいま見としては極めて異質であること、さらに非常に危険な匂いがすることを指摘した。通常、かいま見場面は成人女性が対象 り恋や密通に発展す のに対して、若紫巻では少女が対象となって るからである。予想通り、その場面のすぐ後で源氏は藤壺との密通に及び、さらには若紫を誘拐するに至る。若紫巻のかいま見は、物語最大の禁














は地元に住む姉聟のペリエであるが、パスカルは、 「この実験は私の発明になるものであり、したがって、この実験が我々に見出させてくれた新知見は全面的に私のも である」と言い切り、現代フランスもそう認めている。異論もある。デカルト（三十歳年長）はパスカル 「水銀は山の上でも山の一番下と同じだけ 高さまで上昇するかどうか、実験をしてみるように」と促したと反駁する。二十世紀初頭 は、 「ペリエに実験を依頼したという手紙（実験前年）は偽である」という激しい批判もあらわれた。
　　　　　　
今発表では、 「実験の功績を主張するために
はどのような要件が必要か」の側面から 問題を考察することにした。まずは「重い水銀 管の途中で宙づりに留ま 原因 本当に大気圧だろうか？」 という疑問を抱く ころから始まる、五段階を考えた。
　　　　　　
そしてパスカルはこれらのうちの何をした




ところでなされ いたかもしれないとしても、みずからが「決定的実験」と呼んできたこの山の実験が、最終論文 お 事実上、抹消されているのは重大 はなかろうか？それなに、批判者たちですらこのことを指摘してこかった。使用液体 水に、水銀の逓減数値もペリエの記録とは違うものに変えら 、山の名無い。本文中に一か所だけ山名が見えるが、これは歿後刊行となったこの論文の編纂者、ペリエの挿入である。
　　　　　　
トリチェリの実験を正確におこなうのは容易












が、現代の読者たちに 実験をやったに違いないという思いこみを生じさせた。彼 、過去形で「実験した」などとは書かず、現在形や未来形で叙述しているの 。
	
（小柳公代記）
